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1. 緒　言

この文書では，日本計算工学会論文集（印刷形式お

よびインターネット論文集）への投稿論文を作成する

ための執筆要領を，実際の論文の形式に従って説明し

ます。つまりこの文書自体が実際の論文の形式で作成

されています。また，印刷論文とインターネット論文

集の共通の執筆要領です．著者は，この文書を十分参

考にして論文を作成して下さい．

2. ファイル形式

本論文集では，著者がワープロ，TEXなどで作成し

たカメラレディの原稿をそのまま印刷し，その原稿の

PDF形式のファイルをインターネット上に公開します．

原稿のファイル形式は原則として PDF とは Portable

Document Formatの略で，Adobe Acrobat Readerで閲

覧可能なドキュメントの形式です．PDF形式による論

文は，ワープロまたは DTP ソフトで文書を保存する

際に PDF 形式を選択するか，PostScript 形式で保存

して Adobe Acrobat Distiller により PDF 形式に変換

∗ 原稿受付 1997年 6月 1日, 改訂 1997年 7月 30日, 発行 1997

年 8 月 3 日. c©1997 日本計算工学会.

Manuscript received, June 1, 1997; final revision, July 30,

1997; published, August 3, 1997. Copyright c©1997 by the

Japan Society for Computational Engineering and Science.

することにより作成できます．著者が自分で PDF 形

式に変換できないときは，使用しているフォントをす

べて含む PostScript 形式で保存したファイルをエディ

タ宛に送れば計算工学会で PDF 形式に変換します．

使用する言語は日本語または英語に限ります．なお，

LATEX で作成した論文から PDF ファイルを作成する

ときは，LATEX のフォントに PK フォントを用いずに

PostScriptフォントを用いて下さい．Computer Modern

フォントと AMSフォントのポストスクリプトフォント

は http://www.bluesky.com/sales/fonts.htmlから無料で

ダウンロードできます．PDF形式や PostScript形式の

ファイルを作成する場合，標準的なフォント（Adobe標

準 15書体など）以外を使用している場合は，PDFファ

イルや PostScriptファイルにそのフォントデータを埋め

込むようにしてください。たとえば MicrosoftWord を

お使いの場合は，Equation Editorの fenceフォントなど

を埋め込む必要があります。

PDF形式や PostScript形式のファイルの作成が困難

な場合は，Microsoft Wordまたは LATEXで作成した文

書ファイルをそのまま電子メールに添付して送ること

もできます．その場合，使用したフォントや挿入されて

いる図のファイル形式によっては，PDFに正しく変換で

きない場合がありますので，ご注意ください。このよ

うな場合は，特殊なフォントの使用を避けてください。

図のファイル形式は，EPS (Encapsulated PostScript）や



TIFF形式がもっとも好ましい形式です。また，図の作

成はAdobe Illustrator, Freehand, Corel Draw, Canvasで

行えば EPS 形式で書き出すことが出来ます。ただし，

この場合も図中で特殊なフォントを使用しているとき

は，EPS ファイルにフォントデータも保存するように

してください。論文の投稿に際して添付する表紙ファ

イルに，使用したワープロソフトと図表作成ソフトを

記入してください．

3. 原稿の形式

3.1 原稿のサイズと長さ 原稿サイズと形式は

A4サイズ (210× 297mm) の縦置き，余白は上 20mm，

下 20mm，左 20mm，右 20mmの 2段組とし，段間隔を

10mm 取って下さい．原稿の長さは原則として 6 ペー

ジ以内とします．6 ページを越える長さの論文は超過

する頁ごとに別途料金を申し受けます．

3.2 本文の体裁 論文のタイトルに使用する文

字は和文の場合中ゴシック体 14 ポイント，タイトル

の英訳は Times Roman または Computer Modern 体の

ボールドスタイル 12 ポイントとします．ただし英文

論文の場合は，同じフォントで 14 ポイントとして下

さい．著者，著者の所属は明朝体の 12ポイント，著者

の英訳は Times Roman または Computer Modern 体の

12ポイントとします．本文の説明に使用する文字は本

文のフォントは明朝体 9 ポイント，英文のフォントは

Times Roman または Computer Modern 体の 9 ポイン

トとします．脚注は明朝体（英文は Times Romanまた

は Computer Modern体）で，7ポイントとして下さい．

なお，句読点は “，”および “．”を使用して下さい．

3.3 英文アブストラクト この例に示すように

論文の内容・重要な点を簡潔に表現する 100～150語か

らなる英文アブストラクトを作成して下さい．アブス

トラクトの後ろには 5～8 語のキーワードをつけて下

さい．

3.4 論文番号と 1 ページ目の脚注 論文番号と

1 ページ目の脚注は，論文投稿時には空けておいて下

さい．論文掲載決定後にこれらの情報を通知しますの

で，著者が論文に直接記入して作成した原稿を再提出

していただきます．記入のスタイルは，この見本に従っ

てください．

4. 見出し

4.1 節の見出し 見出しのレベルは 2段階とし，

第 1レベル (節)は，上の例のように上下を 1行ずつ開

け，12ポイントの大きさのゴシック体の文字を用いて

記入して下さい．

4.2 項の見出し 第 2レベル (項)の見出しは，こ

の例のように 9ポイントの大きさのゴシック体の文字

を用い，見出しの上下の行は空けないで続けて本文を

記入して下さい．

5. 文献引用
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Fig.1 This is an example figure layout. A long cap-
tion must be hanged like this example.

5.1 文献引用 本文中で文献を引用する場合は，

通し番号とし，山田・佐藤 (1)，Yamada and Sato(1)～(3)，3

人以上は山田ら (4)，Yamada et al.(5) を用いて下さい．

5.2 文献リスト 論文の末尾にまとめて引用順

に番号付けして記入して下さい．文献リストのフォー

マットは，この見本の末尾を参考にして下さい．共著

者がいる場合は，全員記し (et al. を使わない) 論文題

目も記入して下さい．また，外国語の出版物名は斜体，

巻の通し番号は太字にして下さい．

6. 数　式

本文の間に式を記入する場合には式の上下に半行空

行を設けて下さい．式は中央揃え（センタリング）に

して下記の例のように右端に通し番号をふって下さい．

σrr =
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n=1
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nκt)

αnaJ1(αna)

(
J1(αnr)

αnr
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αna

)
(1)
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1(1 − 1
2
α2

2)
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∫ ∞
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2
α2

2)γ1z
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7. 図　表

図表は，本文で引用した個所に近い場所に中央揃え

で置くことを原則とします．白黒以外の表を使用した

図の掲載も認めますが，計算工学講演会の開催に合わ

せて印刷出版する形式の論文集に収録する場合は白黒

の印刷となります．図のキャプションは図の下に，表の

キャプションは表の上に，それぞれ次の例のように英

語で記入して下さい．また，図表中の説明もすべて英

語を用いて下さい．図番号，表番号は通し番号とし，

それらを文中で引用するときにも，Fig.1や Table 1の



Table 1 This is an example table layout. A long
caption must be hanged like this example.

Errors of θ [%]

Initial Second Third

23.5 11.3 22.4

ように引用し，図 1や表 1のようには引用しないで下

さい．

8. その他

謝辞は結論の直後に，付録は参考文献の直前に記入

して下さい．
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